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昨
年
十
一
月
下
旬
、
紅
葉
が
終
っ
た

雨
降
り
の
日
に
日
光
市
の
中
禅
寺
湖
と

戦
場
ヶ
原
へ
小
山
市
の
連
れ
と
待
合
せ
、

出
か
け
た
。

　
立
松
和
平
著
新
潮
社
刊
「
二
荒
（
ふ

た
ら
）」（
絶
版
）
を
古
本
で
見
つ
け
、

読
ん
で
い
る
う
ち
に
無
性
に
日
光
へ
行

き
た
く
な
っ
た
。そ
の
お
お
よ
そ
は
、「
自

然
」
に
対
し
て
敬
虔
な
気
持
ち
を
持
ち
、

「
命
」
を
凝
視
し
な
が
ら
生
き
る
人
々
の

姿
が
生
き
生
き
と
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

雪
が
降
っ
て
も
季
節
が
移
行
す
れ
ば
雪

が
解
け
、
芽
吹
き
、
花
が
咲
き
、
新
緑

と
な
り
、
秋
に
な
れ
ば
、
落
葉
し
、
鱒
は
、

卵
を
持
ち
、
排
卵
、
受
精
。
そ
し
て
、

稚
魚
と
な
る
。
自
然
は
、
巡
り
、
人
は
、

自
然
の
摂
理
に
導
か
れ
、
生
き
る
。
自

然
に
抗
う
こ
と
な
ど
出
来
な
い
。

　
第
一
章
に
は
、
日
光
市
中
禅
寺
湖
と

戦
場
ヶ
原
、
湯
ノ
湖
を
舞
台
に
実
在
の

人
物
を
モ
デ
ル
に
。
千
手
ケ
浜
の
養
鱒

所
の
﹇
勝
﹈
と
湯
元
温
泉
旅
館
の
一
人

娘
﹇
佐
代
﹈
と
の
純
粋
に
し
て
熱
き
恋

い
物
語
。

　
連
れ
の
相
棒
は
、
朝
、
小
山
市
を
出

て
す
ぐ
に
、
雨
が
降
っ
て
い
る
か
ら
、

中
止
に
し
よ
う
と
メ
ー
ル
し
て
き
た
が
、

私
は
、
間
も
な
く
約
束
の
場
所
に
時
間

通
り
到
着
す
る
か
ら
と
伝
言
。
一
日
中
、

雨
降
り
の
中
、
ま
ず
、
千
手
ヶ
浜
の
養

鱒
所
へ
。
そ
の
後
、
傘
を
さ
し
、
戦
場

が
原
の
木
道
を
ひ
た
す
ら
、
無
言
で
歩

く
。
そ
の
夜
は
、
湯
元
温
泉
で
冷
え
た

体
を
ゆ
っ
く
り
温
め
、
頑
な
な
思
い
か

な
っ
て
宿
に
泊
る
。

（
岩
見
記
）
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税
理
士
会
コ
ー
ナ
ー

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
国
家
資
格
」

税
務
署
か
ら
の

お
願
い
と
お
知
ら
せ

◇
申
告
書
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
を
！

　

平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
伴
い
雑
損

控
除
や
寄
附
金
控
除
の
手
続
き
を
さ
れ
る

方
々
が
多
く
な
り
、
確
定
申
告
書
作
成
会

場
が
例
年
以
上
に
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
会
場
の
混
雑

を
緩
和
す
る
た
め
、
社
員
（
従
業
員
）
の

み
な
さ
ん
に
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を

活
用
し
た
確
定
申
告
書
の
作
成
と
郵
送
で

の
提
出
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
法
定
調
書
（
合
計
表
）
の
提
出
は
イ
ー

タ
ッ
ク
ス
で
お
早
め
に
！

　

1
月
31
日
は
法
定
調
書
（
合
計
表
）
の

提
出
期
限
で
す
。

　

提
出
に
当
た
っ
て
は
、
イ
ー
タ
ッ
ク
ス

で
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
同・
・
・
・
・
・

封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◇
確
定
申
告
書
作
成
会
場
が
変
わ
り
ま
す

　

福
島
税
務
署
で
は
、
所
得
税
・
消
費
税
・

贈
与
税
の
申
告
が
必
要
な
方
、
税
金
の
還

付
を
受
け
る
方
を
対
象
に
次
の
と
お
り
確

定
申
告
書
の
作
成
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

場
所　

福
島
市
市
民
会
館

※
税
務
署
内
に
は
申
告
書
作
成
会
場

を
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

期
間　

平
成
24
年
2
月
1
日
（
水
）
〜

　
　
　

平
成
24
年
3
月
15
日
（
木
）

※
土･

日･

祝
日
は
除
き
ま
す
が
、
2

月
19
日
・
2
月
26
日
の
日
曜
日
に

限
り
開
設
し
ま
す
。

平
成　

年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て 

　

〜
Ｑ
＆
Ａ　

そ
の　

〜

Ｑ　
「
更
正
の
請
求
」
の
改
正
の
内

容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
所
得
金

額
や
税
額
な
ど
を
実
際
よ
り
多
く
申
告
し

て
い
た
こ
と
に
気
付
い
た
と
き
に
は
、「
更

正
の
請
求
」と
い
う
手
続
き
に
よ
り
訂
正
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
「
更
正
の

請
求
」
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
度
税
制
改
正

で
、
次
の
よ
う
な
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
更
正
の
請
求
期
間
の
延
長

　

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
が
法
定
申

告
期
限
か
ら
５
年
（
改
正
前
は
１
年
）
に

延
長
さ
れ
、
平
成
23
年
12
月
2
日
以
後
に

法
定
申
告
期
限
が
到
来
す
る
国
税
に
つ
い

て
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
更
正
の
請
求
範
囲
の
拡
大

　

当
初
申
告
の
際
、
申
告
書
に
適
用
金
額

を
記
載
し
た
場
合
に
限
り
適
用
が
可
能
な

「
当
初
申
告
要
件
」
と
さ
れ
て
い
た
措
置

の
う
ち
、
一
定
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
更

正
の
請
求
の
提
出
に
よ
り
事
後
的
に
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
控
除
等
の
金
額
が
当
初
申
告
の

際
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
限
定
さ
れ
る

「
控
除
額
の
制
限
」
が
あ
る
措
置
に
つ
い

て
、
更
正
の
請
求
の
提
出
に
よ
り
、
適
正

に
計
算
さ
れ
た
正
当
額
ま
で
当
初
申
告
時

の
控
除
額
を
増
額
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

○
「
事
実
を
証
明
す
る
書
類
」
の
添
付
の

義
務
化

　

平
成
24
年
2
月
2
日
以
後
に
行
う
更
正

の
請
求
に
お
い
て
は
、
更
正
の
請
求
の
理

由
の
基
礎
と
な
る
「
事
実
を
証
明
す
る
書

類
」
の
添
付
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
福
島
税
務
署
に
お
尋
ね
い
た

だ
く
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度
自
動
車
税
の
定
期
課
税

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
例
年
５
月
末
日

で
す
が
、
田
村
市
、
南
相
馬
市
、
川
俣
町
、

広
野
町
、
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、

大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
、
葛
尾
村
、

飯
舘
村
に
住
所
地
が
あ
る
納
税
義
務
者
に

つ
い
て
は
、
原
子
力
災
害
に
よ
り
納
期
限

を
平
成
24
年
１
月
31
日
（
火
）
と
し
ま
し

た
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

納
付
場
所
は
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
や

各
地
方
振
興
局
の
窓
口
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
利
用
で
き
ま
す
。（
た

だ
し
、
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。）

　

ま
た
、
原
子
力
災
害
に
よ
り
、
警
戒
区

域
内
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
自
動
車
で
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
は
、
申
請
に

よ
り
自
動
車
税
の
非
課
税
措
置
や
減
免
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

救
済
措
置
な
ど
の
詳
細
や
納
税
通
知
書

が
届
か
な
い
な
ど
ご
不
明
な
点
が
あ
る
場

合
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
地
方
振
興
局

県
税
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
県
庁
税
務
課　

☎
０
２
４

－

５
２
１

－

７
０
７
０
）

２３
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税制改正提言活動・実現に向けて

鈴木福島市財務部長に提言書を手渡す
山川会長（左）

粕谷福島市議会議長に税制改正提言書を手渡す
山川会長（右）と吉川税制委員長（左）

三浦伊達市税務課長に税制提言書を手渡す
山川会長（右）

　

中
山
染
工
場
の
創
業
は
文
政
三
年
（
１
８
２

０
）
だ
と
い
う
。
伊
能
忠
敬
が
日
本
地
図
を
完

成
し
た
頃
で
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
以

後
ま
で
柳
町
、
荒
町
は
福
島
の
繁
華
街
で
あ
っ

た
。

　

老
舗
が
並
ん
で
い
た
こ
の
地
で
、
百
九
十
年

の
歴
史
を
持
ち
、
現
在
ま
で
生
き
残
っ
て
い
る

こ
と
は
凄
い
と
思
う
。

　

僧
侶
の
よ
う
な
風
貌
を
持
つ
伊
知
郎
氏
は

七
代
目
の
当
主
で
あ
る
。

　

私
事
で
恐
縮
だ
が
、
十
八
歳
か
ら
二
十
六
歳

ま
で
私
は
中
合
の
繊
維
部
門
で
働
い
て
い
た
。

和
裁
、
洋
裁
、
紋
屋
、
染
屋
を
毎
日
自
転
車
で

回
り
仕
立
て
物
の
集
配
を
し
て
い
た
。
中
山
染

工
場
に
も
足
し
げ
く
通
っ
た
。
い
つ
も
五
代
目

秀
三
郎
氏
の
奥
様
タ
ニ
さ
ん
が
店
番
を
し
て

お
り
、
そ
の
品
の
あ
る
や
さ
し
い
応
対
に
小
僧

の
私
も
癒
し
を
感
じ
て
い
た
。

　

福
島
は
養
蚕
、
絹
織
物
で
栄
え
た
町
で
あ
る

が
、
特
に
川
俣
町
は
絹
織
物
の
工
場
が
立
ち

並
び
、
外
国
の
バ
イ
ヤ
ー
が
来
る
ほ
ど
賑
わ
っ

て
い
た
。
初
代
の
中
山
氏
は
絹
織
物
を
染
め
る

紺
屋
と
し
て
商
売
を
初
め
反
物
の
無
地
染
め
、

小
紋
染
め
に
始
ま
り
、
綿
布
の
藍
染
め
を
行
っ

て
い
た
。

　

あ
る
本
で
読
ん
だ
が
「
老
舗
と
は
古
い
伝
統

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
常
に
時
代
の
流
れ
を
意

識
し
変
貌
し
て
い
く
も
の
だ
」
と
い
う
言
葉
を

思
い
出
す
。
中
山
染
工
場
も
古
典
的
な
粋
な
半

纏
か
ら
カ
ラ
フ
ル
で
斬
新
な
現
代
風
の
半
纏

ま
で
、
多
彩
な
デ
ザ
イ
ン
に
対
応
し
て
い
る
。

　

鮮
や
か
な
色
合
い
か
ら
趣
の
あ
る
色
ま
で
、

ど
ん
な
色
で
も
染
め
上
げ
て
行
く
技
は
、
さ

す
が
伝
統
の
職
人
芸
で
あ
る
。
半
纏
の
ほ
か
、

の
れ
ん
、
の
ぼ
り
、
タ
オ
ル
、
手
拭
の
名
入
れ

ま
で
布
と
染
め
は
何
で
も
こ
な
す
。

　

社
長
の
伊
知
郎
氏
は
昭
和
三
十
九
年
、
福
島

市
荒
町
で
生
ま
れ
、
染
料
の
匂
い
の
中
で
育

ち
、
福
大
付
属
小
・
中
か
ら
福
島
北
高
、
国

士
舘
大
学
政
経
学
部
経
営
学
科
を
卒
業
し
岐

阜
に
あ
る
㈱
吉
田
旗
店
で
三
年
半
修
行
し
た
。

こ
の
会
社
に
は
全
国
の
染
屋
さ
ん
の
後
継
者

が
修
行
に
来
て
い
た
と
い
う
。

　

福
島
に
戻
り
、
父
、
欣
一
氏
の
も
と
で
染
工

場
の
仕
事
を
す
る
。
社
長
に
就
任
し
た
の
が
平

成
二
十
年
の
こ
と
。

「
福
島
で
商
売
を
し
て
い
く
の
は
大
変
で
し
ょ

う
」　

と
余
計
な
心
配
を
し
て
お
聞
き
す
る

と
、「
大
き
な
呉
服
屋
さ
ん
や
繊
維
問
屋
さ
ん

か
ら
の
注
文
が
多
い
ん
で
す
。
東
京
は
じ
め
北

有限会社  中山染工場

中山伊知郎氏
（福島市荒町５－３０）
（024）522-3876

代表取締役社長

絵
・
文　

や
や
ま
ひ
ろ
し

関
東
一
帯
、
東
北
で
は
宮
城
県
な
ど
か
ら
注
文

が
来
ま
す
。
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で　
『
勇

染
堂
』
の
名
で
注
文
が
入
っ
て
き
ま
す
。
三
代

目
・
伊
三
郎
が
こ
の
名
で
商
売
を
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

　

製
品
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、「
三
社
祭
」

か
ら
「
浅
草
雷
門
」
の
半
纏
、
各
地
の
有
名
な
祭

り
の
半
纏
や
の
ぼ
り
が
あ
る
の
で
驚
い
た
。

　

現
在
、
社
長
を
含
め
八
名
で
仕
事
を
こ
な

し
て
い
る
。
震
災
後
、
間
も
な
く
「
が
ん
ば

ろ
う
日
本　

が
ん
ば
ろ
う
福
島
！
」
と
い
う
、

の
ぼ
り
旗
を
製
作
、
近
隣
商
店
や
事
業
所
に
無

料
配
布
し
、
救
援
物
資
と
し
て
タ
オ
ル
を
配
布

し
た
と
い
う
。
連
山
車
実
行
委
員
会
や
商
店
街

連
合
会
、
城
下
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
で
社

会
的
頁
献
度
も
高
い
。
老
舗
の
伝
統
を
守
り
な

が
ら
常
に
新
し
い
挑
戦
を
し
て
い
る
社
長
に

感
動
し
て
帰
っ
て
き
た
。

【
　
月
の
こ
よ
み
】

十
二
支
『
今
年
は
、
タ
ヌ
キ
年
か
…
』
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